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１ 下水道事業会計とは

一般会計
下水道
事業会計

福祉

教育

環境土木
観光

その他

税金
下水道
使用料

下水道事業

一般会計
繰入金

適正な使用料を設定するため
には、おサイフ（会計）を分け、
経営や財政の状況を明らか
にする必要があります。



雨水排除 汚水処理下水道の役割

雨水公費
（一般会計繰入金＝税金）

汚水私費
（下水道使用料）

雨水排除による受益者
＝一般市民（自然現象のため）

汚水処理による受益者
＝汚水を排出した原因者

費用負担

雨の日の
市民のくらし
を守ります

快適なくらし
と衛生的な
環境をつくり
ます

【ウッス】 【オッス】

２ 下水道事業の財政構造

雨水公費・汚水私費の原則



２ 下水道事業の財政構造

・下水道事業を行うためには、施設の建設改良（投資）が必要
→この財源は、主に国庫交付金と企業債（借金）で賄う。

国庫交付金
＝もらうお金

企業債
＝借りるお金

投資

建設改良費

財源



２ 下水道事業の財政構造

・企業債（借金）については、返済が必要

一般会計繰入金
（税金）

下水道使用料

・建設改良を行った施設については、維持管理することが必要

これらの財源は、下水道使用料と一般会計繰入金（税金）で賄う。

雨水排除に
かかった分

汚水処理に
かかった分

企業債
償還金

雨水排除に
かかった分

汚水処理に
かかった分

維持
管理費



３ 下水道事業の現状と課題
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建設改良費の推移 単位：億円

下水道管や下水処理施設の
老朽化が進んでいるため、改
築費用が増加傾向



３ 下水道事業の現状と課題
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企業債借入の推移 単位：億円

企業債は建設改良費の財源
となるため、建設改良費に合
わせて増加傾向



３ 下水道事業の現状と課題
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維持管理費の推移 単位：億円

下水道管や下水処理施設の
老朽化が進んでいるため、修
繕などの費用が増加傾向



３ 下水道事業の現状と課題
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下水道使用料の推移 単位：億円

ほぼ横ばい

将来的には人口減少に伴い減
少する見込



・このため、財政状況は厳しさを増していく見通し

・一方で、企業債償還金や維持管理費の財源となる
・下水道使用料は、人口減少に伴い、ここ数年のうちに減少に
・転じる見込みであり、将来的には大きく減少する見通し

・建設改良費の増加→財源となる企業債借入の増加
→将来的な企業債償還金の増加

・維持管理費の増加

３ 下水道事業の現状と課題



４ 課題解決に向けた取り組み

コストの縮減
・改築基本方針に基づく、計画的な維持管理及び改築の実施

・将来の人口減少を見据えた、処理施設の統廃合などによる施設規模の適正化の検討

・業務を効率化するための新たな取組の検討

財源の確保
・国の交付金制度を積極的に活用するほか、用地など下水道事業が持つ資産の

・最大限の活用を検討

・徹底したコストの縮減や収入を確保する取組などを実施した上で、適正な受益者負担

・について具体的に検討

財務体質の強化


